
◦ギターの調べ
　クラシックギターの音色を聞きな
がら、館内で癒やしのひとときをお
楽しみください。
日 時　2月3日（土） 午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸氏

◦0,1,2歳児のおはなし会
※定員予約制 
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日 時　2月15日（木） 午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　2月1日（木）午前10時～

◦おはなし会　※定員予約制 
　おはなし、手遊び、絵本などを
お楽しみください。
日 時　3月9日（土） 午前11時～
対 象　幼児～小学生低学年
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　2月4日（日）午前10時～

◦春のおはなし会　※定員予約制

　春を感じるおはなし、絵本をみんなで楽しもう！ 
工作のおみやげもあるよ！
日 時　3月2日（土）午後2時～
対 象　幼児～小学生
定 員　20名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　2月13日（火）午前10時～

◦文化講演会　※定員予約制 
　講師にエド山口さんをお迎えして開催いたします。
皆様のご来場をお待ちしております。
日 時　3月9日（土）午後2時～（開場 午後1時30分）
定 員　150名
場 所　昭和町総合会館2階軽運動室
申 込　2月1日（木）午前10時～
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『  13 かいには
きょうりゅうがいる  』

『 キッチンラボ　食材編
納豆でのびーるアイスクリーム 』

『  図書館にまいこんだ
こどもの大質問 』

ウェイド・ブラッドフォード／文
ケビン・ホークス／絵

青山南／訳
ひさかたチャイルド

露久保美夏／著
偕成社

こどもの大質問編集部／編
     　　　　　　　　青春出版社

　今夜イビキさんが泊まるのは、
「 ナ カ ヨ シ・ ホ テ ル 」。 こ こ が
ちょっと変わったホテルである
ことを彼はまだ知りません。早
く眠りたいイビキさん。ところ
が客室には…。
　読み進めるうちに。一刻も早
く眠りたくなってくるユーモア
あふれる絵本です。

　しゃかしゃかふって手作りバ
ター、2 色に分かれるふしぎなゼ
リー、ぐるぐるまわして黄色い
ゆで卵、ふわふわ＆とろとろス
クランブルエッグ…。
　調理中の変化が面白く、新し
い発見があるレシピが掲載され
ています。作って楽しい、読ん
でおもしろい、欲張りな 1 冊です。

　図書館員がみなさんの疑問や
質問に資料などを使ってお答え
したり、資料を探すお手伝いを
したりする「レファレンスサー
ビス」。本書は全国各地の図書館
に子どもたちから寄せられた難
問・奇問の数々を、司書が本気
で調べて答えたレファレンス奮
闘記です。

◦2月の休館日
  5日（月）、11日（日・祝）、
12日（月・振）、19日（月）、
23日（金・祝）、26日（月）、
29日（木・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）

　日時：2月21日（水） 
午後1時～３時

　場所：公民館2階 第1会議室
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：2月９日（金）　　　　

午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

▶ボカシつくり会
　日時：2月20日（火）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
h t t p s : / / w w w . t o w n .
showa.yamanashi.jp/
site/chocho/5151.html

◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　
「
金
婚
祝
金
制
度
」は
、金
婚（
結
婚
50
年
）を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
対
し
、お
二

人
の
長
寿
の
お
祝
い
と
、長
年
に
わ
た
り
夫
婦
で
協
力
し
合
い
社
会
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的
に
祝
金
を
贈
る
制
度
で
す
。

　

制
度
の
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。お
二
人
の
金
婚
の
お
祝
い
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

昭
和
49
年
４
月
１
日
～
昭
和
50
年
３
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
、次
の
要
件
を

　

満
た
す
方

● 「
金
婚
記
念
日
」以
前
か
ら
引
き
続
き
10
年
以
上
の
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

● 

戸
籍
記
載
事
項
に
基
づ
き
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
で
あ
る
こ
と

※「
挙
式
日
」で
は
な
く
戸
籍
上
の「
婚
姻
日
」が
基
準
と
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

贈
呈
内
容　
　

祝
金
３
万
円

申
請
方
法　
　

戸
籍
謄
本
、印
鑑
、通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
福
祉
介
護
課
窓
口（
総
合
会
館
内
）で

　
　
　
　
　
　

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
　

金
婚
記
念
日
１
か
月
前
ま
で

支
給
予
定　
　
［
前
期
］11
月（
４
月
～
９
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

　
　
　
　
　
　
［
後
期
］３
月（
10
月
～
３
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

問
い
合
わ
せ　
福
祉
介
護
課　
長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

結
婚
50
年
を
お
祝
い
！

 

金
婚
祝
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
が
受
賞

　

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
・

尽
力
さ
れ
て
き
た
田
代 
孝
氏（
紙
漉

阿
原
）に
対
し
、全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
会
長
表
彰
及
び
育
成
功
労

表
彰
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
代
氏
は
、平
成
19
年
４
月
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
17
年
間
、昭
和

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役
員

で
あ
る
大
学
長
と
し
て
務
め
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

自
身
の
豊
富
な
学
識
経
験
を
活
か

し
、会
員
の
知
識
教
養
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、当
会
で
例
年
開
催
し
て

い
る「
い
き
が
い
大
学
」の
講
義
内
容

の
選
定
か
ら
講
師
依
頼
ま
で
を
長
年

中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

昭和町いきがいクラブ連合会
田代 孝 大学長

昭和町いきがいクラブ連合会
有賀 惠藏 会長

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。
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押
原
小
学
校

◎
11
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
12
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
11
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
感
染
症
と
教
育
委
員
会
お

よ
び
学
校
行
事
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
、家

庭
状
況
の
把
握
に
つい
て

•
年
度
末
教
職
員
の
人
事
異
動
に
つい

て
•
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
と
対

策
、対
応
に
つい
て

•
今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
体
制
に
つ
い

て
•
新
入
学
児
童
生
徒
数
、学
級
数
に
つ

い
て

•
年
度
末
人
事
異
動
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
進
捗
状
況

に
つい
て

•
風
土
伝
承
館「
杉
浦
醫
院
」の
行
事

お
よ
び
今
後
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
事
業
報
告
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

他
学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
12
月
議
会
、補
正
予
算
お
よ
び
新
年

度
学
校
予
算
査
定
に
つい
て 

他

教
育
委
員
会

　

11
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
生
徒
会

役
員
選
挙
の
活
動
が
、
11
月
30
日
の

立
会
演
説
会
、
12
月
１
日
の
投
開
票

を
持
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
生
徒
会
長
へ
の
立
候
補
者
が
３

名
、
副
会
長
へ
の
立
候
補
者
が
２
年

生
か
ら
７
名
、１
年
生
か
ら
２
名
と
、

総
勢
12
名
が
選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立

候
補
者
が
、
朝

の
会
や
帰
り
の

会
の
時
間
を
利

用
し
て
、
全
校

生
徒
に
来
年
度

の
押
原
中
を
ど

の
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を

す
る
の
か
な
ど
具
体
的
な
活
動
に
つ

い
て
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
選
挙
は
、
新
た
な
試
み

と
し
て
、
生
徒
の
自
主
性
を
高
め
る

目
的
で
、
自
分
の
決
め
た
時
間
に
各

自
投
票
に
行
く
と
い
う
、
よ
り
公
職

選
挙
に
近
い
形
を
取
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
生
徒
は
自
分
の
一
票
の
重

み
を
感
じ
て
、
選
挙
に
対
す
る
意
識

　

11
月
11
日
、
昨
年
度
に
続
き
押
原

地
区
「
ふ
る
さ
と
探
検
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
各
地
区
の
区

長
様
の
協
力
の
も
と
、
地
区
へ
も
参

加
を
呼
び
か
け
、
地
域
の
方
々
に
も

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
空
気

の
冷
た
い
一
日

と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

ご
家
族
で
思
い

思
い
の
コ
ー
ス

の
散
策
を
楽
し

ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
安

協
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様

に
も
ご
協
力
や
参
加
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の

住
む
地
域
を
知

り
、
そ
の
良
さ

に
気
づ
き
、
心

の
ふ
る
さ
と
と

し
て
、
大
人
に

な
っ
て
も
子
ど

も
た
ち
の
心
の
中
に
昭
和
町
、
押
原

の
景
色
が
息
づ
い
て
く
れ
る
こ
と
を

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
に
は
、
後
期
生
徒
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、
活
動
の
柱

１
、２
、３
に
つ
い
て
、
生
徒
会
本
部

か
ら
取
り
組
み
や
成
果
、
改
善
点
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
か
ら

出
さ
れ
た
追
加
修
正
意
見
の
中
に
は

よ
り
具
体
的
な
内
容
の
も
の
も
あ

り
、
生
徒
た
ち
の
深
く
考
え
る
姿
勢

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
芸
術
鑑
賞
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
劇
団

「
鳥
と
舟
」
に
よ
る
「
き
み
は
愛
を

忘
れ
て
い
る
」
と
い
う
演
劇
で
、「
地

方
病
」
を
テ
ー
マ
に
病
気
と
闘
っ
て

き
た
人
々
の
生
き
様
を
描
い
た
舞
台

で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
を
体
育
館
の
中

央
に
置
き
、
体
育
館
全
体
を
使
っ
て

の
力
強
い
演
出
は
、
生
徒
た
ち
の
心

を
掴
み
ま
し
た
。

生
徒
も
演
劇
に

参
加
し
、
演
者

と
一
体
感
を
感

じ
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

願
っ
て
い
ま
す
。
寒
く
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
も
地
域
散
策
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

秋
の
風
物
詩
、
や
き
い
も
。
２
年

生
の
児
童
が
自
分
た
ち
で
育
て
た
さ

つ
ま
い
も
を
濡
れ
た
新
聞
紙
で
包

み
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
巻
い
て
押
杜

の
落
ち
葉
で
や
き
い
も
大
会
を
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち

だ
け
で
火
を
起

こ
し
て
火
の
番

を
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ

で
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
い

き
が
い
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
で
す
。
慣

れ
た
様
子
で
落
ち
葉
の
山
を
作
り
、

準
備
を
整
え
て
お
芋
を
焼
い
て
く
れ

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
や
き
い
も

は
、
み

ん
な
大

満
足
の

美
味
し

さ
で
し

た
。

　

来
年
度
の
西
条
小
学
校
を
引
っ

張
っ
て
い
く
児
童
会
役
員
を
決
め
る

児
童
会
選
挙
。
11
月
24
日
に
立
会
演

説
会
お
よ
び
投
開
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
３
・
６
年
生
が

体
育
館
で

対
面
、
４
・

５
年
生
は
各

教
室
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
視

聴
し
ま
し
た

が
、
今
年
度

は
３
年
生
以

上
が
体
育
館

に
集
ま
り
、

演
説
を
聞
き
ま
し
た
。

　

毎
年
感
じ
ま
す
が
、
ど
の
候
補
者

も
こ
ん
な
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
と
て

も
熱
の
入
っ
た
立
会
演
説
会
と
な

り
、
そ
の
後
、
投
開
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

12
月
11
日
に
は
、
当
選
者
に
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
の
児

童
は
、
１
か
月
以
上
に
渡
り
、
児
童

　

10
月
31
日
、午
前
は
音
楽
鑑
賞
会
、

午
後
か
ら
は
、
ご
来
賓
、
地
域
の
方
、

保
護
者
を
お
招
き
し
て
道
徳
授
業
公

開
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
・
４
校
時

に
は
、
３
年

生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
児

童
が
参
加
し
、

世
界
的
に
活

躍
す
る
３
人

の
音
楽
家
を

お
招
き
し
て
音
楽
鑑
賞
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

５
校
時
は
、
各
ク
ラ
ス
で
道
徳
授

業
を
公
開
し
ま
し
た
。
各
学
年
の
廊

下
は
参
観
者
で
あ
ふ
れ
、
多
く
の
方

に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
年
生

に
は
優
和
福
祉
専
門
学
校
、
６
年
生

に
は
山
梨
県
弁
護
士
会
か
ら
出
前
授

業
と
し
て
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を

お
招
き
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
床
心
理
士

の
保
坂
三
雄
先
生
に
「
中
学
校
に
向

け
て
不
登
校
の
理
解
と
そ
の
支
援
」

と
い
う
題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

会
選
挙
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
と
て
も
頑
張
っ
て
活
動
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
に
、
児
童
会
主
催
の

ゲ
ー
ム
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

た
て
わ
り
班
ご
と
に
様
々
な
ゲ
ー

ム
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、中
に
は「
英

語
で
進
め
！
ス
イ
カ
割
り
」
と
い
う

ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
４
～
６
年
生
は
赤

白
帽
子
で
目
隠
し
を
し
て
、
仲
間

か
ら
の
「
タ
ー
ン 

ラ
イ
ト
」「
ゴ
ー

ス
ト
レ
ー
ト
」
な
ど
の
掛
け
声
を
聞

き
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
で
で
き
た
ス
イ

カ
を
上
手
に
叩
い
て
い
ま
し
た
。
児

童
会
活
動
に
お
い
て
も
英
語
に
触
れ

る
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
運
営
す
る
側
と
参
加
す

る
側
と
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
運
営
す
る
側
に
な
る
と
、
み

ん
な
で
役
割
を
分
担
し
て
協
力
し
な

が
ら
行
い
、参
加
す
る
側
に
な
る
と
、

リ
ー
ダ
ー
の
指
示
に
従
い
、
静
か
に

校
内
を
移
動
し
、
順
番
を
待
っ
て
仲

良
く
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

た
。
６
年
生
も
参
加
し
、
中
学
校
進

学
に
向
け
て
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
に
、
本
校
体
育
館
に
お

い
て
「
秋
空
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

常
永
小
学
校
恒
例
の
こ
の
音
楽
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
時
で
も
開
催
方
法
を
工
夫
し
な

が
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
全
校
児
童
が
体
育
館
に
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
を
聞
き
合
う
形
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
形

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
の
は
実
に
４

年
ぶ
り
、
６
年
生
が
２
年
生
の
時
以

来
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ

れ
の
学
年

の
特
徴
が

感
じ
ら

れ
、
み
ん

な
で
音
楽

を
楽
し
む

様
子
が
見

ら
れ
ま
し

た
。

  

生
徒
会
活
動

  

Ｃ
Ｓ
押
原
地
区 

  「
ふ
る
さ
と
探
検
」

  

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
の

  

皆
さ
ん
と
や
き
い
も
大
会

  

芸
術
鑑
賞
教
室

  

ど
の
候
補
者
も

  

素
晴
ら
し
い
演
説
で
し
た

押
原
中
学
校

常
永
小
学
校

西
条
小
学
校

  

英
語
を
使
っ
た

  

ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た

  

秋
空
に
ひ
び
け
！

  「
秋
空
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

  

道
徳
授
業
公
開
と

  

音
楽
鑑
賞
教
室
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その230国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

クレジットカードで納付

国
民
年
金
保
険
料
の
額
と
納
め
方
に
つ
い
て

　日本年金機構から送付された納付書で、銀行、
郵便局、農協、コンビニ
エンスストア等で納め
ることができます。

　2年度分、1年度分または6か月分の保険料を前もっ
てまとめて納める(前納)と、納付書(現金)で納めるより
割引額が多く、大変お得です。
※口座振替での前納は、申込期限が決まっています。口座振

替で4月末日に振替される2年前納、1年前納、6カ月前
納(4月〜9月分)のお申込み締切は、2月末日となりま
すので、ご注意ください。
口座振替を希望される場合は、竜王年金事務
所又は昭和町役場へお申し込みください。

※各月から年度末または翌年度末ま
での前納もできます。詳細は、竜王年
金事務所にお問い合わせください。

●口座振替なら納付書 (現金)で納めるより割引が多くお得です。

● コンビニエンスストアなら
　夜間、 土・ 日、 祝日いつでも納められます。

●納める月が早いほど割引額が多くなります。

国民年金保険料の納め方

国民年金保険料の額 (令和５年度の額)

前　納

　希望される場合は、竜王年金事務所又は昭和町役場
へお申し込みください。クレジットカー
ド納付では、「早割」は利用できません。
なお、2年前納・1年前納・6カ月前納
の割引額は、「納付書(現金)による前納」
と同じです。

ロ座振替で納付

 納付書 (現金) で納付

　納めた保険料は、全額社会保険料控除の対象となりますので、領収書は大切に保管してくださ
い。確定申告や年末調整の時には「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」や領収書の添付が義
務づけられています。

　保険料は、20歳から60歳までの40年間納めます。毎月の保険料は、納付期限(翌月末日)までに
納付することになっています。

１か月 16,520円 １か月 400円
※付加保険料を納付すると、(200円×付加保険料納付済
　月数)で計算された金額が老齢基礎年金に加算されます。

定額保険料 付加保険料(希望する人)

納付書 (現金) による前納で納付

　2年度分、1年度分または6カ月分、一定期間
分の保険料を前もってまとめて納めると、保険
料が割引されてお得です。 

1 2

3

5インターネット等で納付

　パソコンや携帯電話等を利用して、インターネッ
ト等で納めることができます。 
　金融機関とのインターネットバン
キング等契約が必要となりますので、
ご利用の金融機関へお問い合わせく
ださい。

早割(当月末日振替)にすると月々 50円割引！ 
　通常の口座振替の振替日は翌月末日ですが、届け
出により早割(当月末日振替)にすると1か月あたり
50円の割引があります。

毎月納付は２種類

通常(翌月末日振替)　　割引なし 
　例：4月分の保険料を5月末日に振替

早割(当月末日振替)　　月々 50円割引
　例：4月分の保険料を4月末日に振替

4

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※2月は粗大ごみ粗大ごみの日は、26日（月）になります。当日の朝に、昭和町総合体育館駐車場にだしてください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.189

　
昭
和
町
で
は
、
農
業
の
持
続
的
な
経
営
及
び
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
価
格
高

騰
の
影
響
に
よ
る
農
業
用
資
材
や
燃
料
費
の
購
入
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

   

対
象
と
な
る
資
材

・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
（
生
分
解
性
マ
ル
チ
を
除
く
）

・
個
人
出
荷
用
梱
包
箱

・
肥
料
及
び
除
草
剤
等

・
農
業
用
機
材
等
の
燃
料
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
の
車
両
は
除
く
）

補
助
金
交
付
の
対
象
者
は
農
業
に
よ
る
収
入
が
あ
る
方
の
み
で
す
。

・ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
も
し
く
は
法
人
ま
た
は
町
内
に
お
い
て

認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
対
象
と
な
る
資
材
を
購
入
し
て
い
る
方

・
町
税
等
の
未
納
が
無
い
方

   

補
助
金
交
付
額

・ 

令
和
5
年
1
月
～
12
月
ま
で
の
間
の
資
材
の
購
入
経
費
の
1
0
0
分
の
10
。
た
だ
し
、

認
定
農
業
者
等
は
1
0
0
分
の
20
。
上
限
額
は
一
対
象
者
に
つ
き
10
万
円
（
認
定
農
業

者
等
は
20
万
円
）。

   

提
出
書
類

・
昭
和
町
農
業
用
資
材
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
農
業
用
資
材
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
明
細
の
分
か
る
も
の
）

・
振
込
口
座
通
帳
の
写
し

・
確
定
申
告
書
（
農
業
に
関
す
る
収
支
内
訳
書
）
の
写
し　
※
令
和
５
年
分

　
申
請
書
の
提
出
締
め
切
り
日
は
3
月
29
日
と
な
り
ま
す
。
提
出
書
類
の
中
に
確
定
申
告

書
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
昭
和
町
役
場

環
境
経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
犬
や
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
な
ど
を
保
護
し
て
手
術

す
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

   

昭
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/soshiki/8/9263.htm
l

昭
和
町
役
場
環
境
経
済
課
（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）

犬・猫
の
不
妊・去
勢
手
術
の

助
成
制
度
に
つ
い
て

　

危
険
な
ワ
ナ
な
ど
を
使
っ
た
動
物
虐
待
行
為
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
違
法
行
為
と
し
て

処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

動
物
虐
待
は
違
法
行
為
で
す

農
業
用
資
材
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護
し
、
不
妊

去
勢
手
術
を
実
施
し
元
の
場
所
に
戻
す
こ

と
を
地
域
猫
活
動
・
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
い
い

ま
す
。
地
域
猫
と
し
て
手
術
等
を
実
施
さ

れ
た
猫
は
耳
の
一
部
に
切
り
込
み
が
あ
り

区
別
（
さ
く
ら
猫
と
呼
ば
れ
ま
す
）
で
き

ま
す
。
手
術
さ
れ
た
猫
は
「
一
代
限
り
」

の
猫
と
し
て
次
世
代
に
飼
い
主
の
い
な
い

猫
を
増
や
し
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
犬
・
ね

こ
」
欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
域
猫
活
動
に
ご
理
解
を

耳を「Ｖ字」にカットされた「さくら猫」

犬猫
不
妊
手
術　
1
5
0
0
0
円

去
勢
手
術　
１
０
０
０
０
円

※
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
場
合
は
不
妊
・
去
勢
と
も
１
０
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

不
妊
手
術　
　
8
0
0
0
円

去
勢
手
術　
　
5
0
0
0
円
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Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　
「
病
は
気
か
ら
」
と
言
い
ま

す
が
、
10
年
以
上
慢
性
痛
患

者
の
診
療
を
続
け
て
き
て
、

こ
の
言
葉
を
ま
さ
に
痛
感
し

て
い
ま
す
。「
病
を
引
き
起
こ

す
気
」
と
は
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
」、
言
い
換
え

れ
ば
「
抑
圧
さ
れ
た
負
の
感
情
」
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
不
安
・
悲
し

さ
・
怖
さ
・
怒
り
・
悔
し
さ
な
ど
の
負
の
感
情

を
他
者
に
見
せ
ず
に
我
慢
し
た
り
、
上
司
の
命

令
な
ど
に
逆
ら
え
な
か
っ
た
り
、
幼
少
期
か
ら

良
い
子
と
し
て
育
ち
我
慢
す
る
こ
と
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
り
、
虐
待
を
受
け
続
け
自
分
が

つ
ら
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
け
な
い
状
態
な
ど

で
す
。

　

あ
な
た
の
心
に
こ
の
よ
う
な
状
態
が
慢
性
的

に
続
い
た
と
す
る
と
、
あ
な
た
は
「
つ
ら
い
心

の
状
態
」
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
を
無
意
識
に

避
け
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
無
意
識
」

が
「
意
識
」
を
騙
す
策
略
を
始
め
ま
す
。「
心
」

に
意
識
を
向
け
さ
せ
な
い
た
め
に
体
の
異
常
を

起
こ
さ
せ
、「
体
」
に
意
識
を
向
け
さ
せ
よ
う
と

す
る
の
で
す
。
無
意
識
の
力
で
引
き
起
こ
せ
る

体
の
異
常
は
主
に
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
筋
肉
を
緊
張
さ
せ
る
（
頭
痛・肩
こ
り・腰
痛・

膝
痛
・
四
肢
し
び
れ
な
ど
）

②
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
す
（
不
眠
・
多

汗
・
口
渇
・
食
欲
不
振
・
胃
痛
・
ド
ラ
イ
ア
イ
・

耳
鳴
り
・
下
痢
・
便
秘
な
ど
）

③
免
疫
系
を
乱
す
（
喘
息・花
粉
症・ア
ト
ピ
ー・

じ
ん
ま
し
ん
・
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど
）

　

こ
れ
ら
の
症
状
を
自
覚
す
る
と
、
あ
な
た
は

何
か
の
病
気
で
は
な
い
か
と
「
体
」
の
心
配
を

し
始
め
、「
心
」
へ
意
識
を
向
け
る
時
間
が
少

な
く
な
り
、
ま
ん
ま
と
「
無
意
識
の
策
略
」
に

は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
院
で
検
査
を
受
け
、

異
常
な
し
と
言
わ
れ
れ
ば
、「
そ
れ
で
も
何
か
異

常
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
別
の
病
院
に
行
き
、
内

科
、
耳
鼻
科
、
婦
人
科
、
整
形
外
科
、
精
神
科

…
と
、
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
奔
走
す
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
や
周
り
の
方
が
原
因
の
わ
か
ら
な
い

症
状
で
お
悩
み
で
し
た
ら
、
一
度
、「
抑
圧
さ
れ

た
負
の
感
情
」
を
抱
え
て
い
な
い
か
と
疑
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
心
の
問
題
に
意
識
を
向
け
る

こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
無
意
識
に
心
の

問
題
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
本

当
は
や
り
た
い
こ
と
を
、
お
金
・
時
間
・
世
間

体
な
ど
を
理
由
に
、
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

心
当
た
り
が
あ
る
な
ら
、
本
当
に
つ
ら
い
の

は
「
心
」
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
体
が
つ
ら
い
と

感
じ
る
と
き
ほ
ど
、
ぜ
ひ
心
の
つ
ら
さ
に
目
を

向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
意
識
」
と
し
て
の
あ

な
た
が
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
無
意
識
の
策
略
」

は
失
敗
に
終
わ
り
、
そ
れ
だ
け
で
症
状
が
和
ら

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

麻
酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
医
長　
猪
野 

博
史　

病
は
我
慢
か
ら □ ふれあい教室

　  2 日（金）筋力アップ体操
　13 日（火）脳トレ体操
　15 日（木）気功ストレッチ
　21 日（水）音楽療法
　29 日（木）リンパ体操
□ 昭和町とボランティアのつどい
　  3 日（土）
□ 笑う‼ 健康体操教室
　14 日（水）・21 日（水）
□ ボランティアきっかけ事業
　レクリエーションを作ろう
　16 日（金）・17 日（土）
□ 食料支援実施期間
　19 日（月）から 21 日（水）まで
□ ボランティアサロンコーディネーター講習会
　26 日（月）

※事前申込制2月の予定

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　

令
和
５
年
11
月
23
日（
木
）に
、町
民
同
士
の
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
周
知
を
目
的
に
、住
民
の
皆

さ
ま
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、山
梨
県
立
大
学
の
高
木
寛
之
准
教
授
を

お
招
き
し
、地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
重
要

性
に
つ
い
て
、町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
町

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
と
対
話
形
式
の
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、支
え
愛
の
一
心

助
け
隊（
飯
喰
区
）及
び
、言
い
っ
ぱ
な
し
聞
き
っ
ぱ

な
し
上
二
や
ま
び
こ
カ
フ
ェ
（
上
河
東
二
区
）の
代

表
者
よ
り
、高
木
准
教
授
と
の
対
話
形
式
の
活
動
紹

介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
行
い

た
い
」「
支
え
合
い
の
仕
組
み

に
つ
い
て
理
解
で
き
た
」と
の

声
が
あ
り
、住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
関
心
や
理

解
が
深
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
、住
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
、ご
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
当
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、令
和
５

年
11
月
13
日
か
ら
11
月
22
日
に
町
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
所
、町
総
合
会
館
ロ

ビ
ー
に
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
、 

３
５
１
．４
㎏
の
食
品
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
食
品
は
、フ
ー
ド

バ
ン
ク
山
梨
が
実
施
す
る「
食
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」と
し
て
、支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
世
帯
へ
届

け
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、令
和
５
年

11
月
24
日（
金
）に
地
域
交
流
の
促
進
を

目
的
と
し
て
、社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」を
開
催
し
、18
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
勅
使
南
公
園
内
を
会
場
に
、は
り
き

り
コ
ー
ス（
約
３
ｋｍ
）と
ゆ
っ
く
り
コ
ー

ス（
約
２
ｋｍ
）の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
実
施
し
た
公
園

内
の
風
景
を
探
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、参
加
者
同
士
が
協
力
し
て
楽
し
む

様
子
が
見
受
け
ら
れ
、秋
の
深
ま
っ
た
紅

葉
の
中
で
笑
い
合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、そ
の

際
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 318 号

善意をありがとうございました
「昭和町の福祉の増進に役立ててください」と、
あたたかい善意が寄せられました。心から感謝
申し上げます。

寄附団体　昭和町建設安全協議会

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

架空の未納料金やパソコンの修理名目で電子マネーは詐欺
　通信事業者の職員などになりすました犯人が、「有料サイ
トの利用料が未納です」「電話料金が未納です」などと架空の
未納料金の支払いを請求してきます。
　身に覚えのない請求や、利用料金の電子マネーでの支払い
は、詐欺を疑ってください。

息子や警察官などをかたるオレオレ詐欺
～ 電話の声だけで見破るのは困難 !! ～

　息子（娘）や孫、甥などになりすまし、「外出した時に仕事の
ものが入ったカバンをなくした。警察から連絡がいくかもし
れないから対応してほしい」などとトラブルを装い高額な現
金を要求してきます。
　息子（娘）や孫の他にも医師や警察官になりすましてだまそ
うとする犯人もいます。電話でお金の話が出たら、詐欺を疑っ
てください。

「還付金があります」は詐欺
～ ATMでお金は受け取れません !! ～

　市役所や金融機関の職員になりすまし、「介護保険料の払
い戻しがあります」「締切が過ぎています」「今日中にATM
で手続きすれば受け取れます」などと電話をかけてきます。
　近くのATMで手続きするよう指示され、知らないうちに第
三者の口座へ振り込みを行わせてお金を奪います。

電話詐欺の被害防止
～被害の発生が懸念される3つの手口～

　冬季は、積雪や凍結を原因とするスリッ
プ事故が発生しやすくなります。
　積雪のない場合でも、橋の上や日陰など
では、雪解け水や霜の凍結により滑りやす
い箇所があります。
　スタッドレスタイヤを着装するなど、ス
リップ防止の対策をとるとともに、スタッドレスタイヤの性
能を過信することなく、以下の運転を心がけましょう。
　○急発進、急ハンドル、急ブレーキなど『急』がつく運転はし

ない。
　○前の車に続いて停止する場合は、手前で十分に減速し、車

間距離をとる。
　○道路標識や情報板に注意し、交通規制を守る。

【 積雪、凍結路の注意点 】
　○橋の上 … 周囲の道路が凍結していない場合でも、橋の

上が凍結していることがある。
　○日陰 … 雪が解けずに残っているだけでなく、雪解け水

や霜の凍結により滑りやすい箇所がある。
　○カーブ … 積雪路面や凍結路面の場合、遠心力により、外

側へ滑走することがある。
　○坂道 … 下り坂では、安易にブレーキを踏むと車が滑走

してコントロールできなくなることがあり、上り坂では、
急発進するとタイヤが空転することがある。

スリップ事故の防止について
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日
時　
２
月
25
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　

２
月
１
日
（
木
）
～
22
日
（
木
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　

２
月
18
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始

　

２
月
５
日
（
月
）

※
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

　
番
号
直
通
の
み
受
付

○
相
談
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
４
月
18
日
（
木
）

○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

　
当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

　
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
介
護
や
認
知
症
に
つ
い
て
気
軽
に

相
談
・
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
し

て
町
で
は
「
言
い
っ
ぱ
な
し
聞
き
っ

ぱ
な
し
カ
フ
ェ
」
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

２
月
の
カ
フ
ェ
で
は
、
町
内
在
住

の
介
護
者
の
方
か
ら
経
験
談
等
の
話

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時毎

月
第
４
金
曜
日

（
２
月
は
第
４
金
曜
日
が
祝
日
の

た
め
、
16
日
に
開
催
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
時
間
内
は
出
入
り
自
由

場
所　
総
合
会
館

対
象介

護
者
、
介
護
や
認
知
症
に
興
味

関
心
の
あ
る
方
、
も
の
忘
れ
が
心

配
な
方
な
ど

参
加
費　
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
介
護
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
７
５
‐
４
８
１
５
）

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
次
の

と
お
り
乙
種
防
火
管
理
講
習
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

　

２
月
22
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
３
階

　
　
　
　
　
　
　
「
大
会
議
室
」

　
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
44
）

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間

　

２
月
５
日（
月
）～
２
月
９
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課
に
来

庁
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
３
‐
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
査
察
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

し
で
は
、
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土

地
家
屋
調
査
士
」
と
法
律
の
専
門
家

「
弁
護
士
」
が
協
力
し
て
皆
様
の
ご

相
談
に
応
じ
、
公
正
・
迅
速
・
円
満

な
形
で
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う

お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
、
相
談
は

有
料
で
す
。

　
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
や
ま
な
し

　
（
甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30
）

（
☎
２
２
５
‐
３
７
３
７
）

　

山
梨
県
立
文
学
館
で
は
、

２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
３
年
に
か

け
て
の
収
蔵
資
料
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
芥
川
龍
之
介
、
木
々
高
太
郎
、

太
宰
治
、伊
藤
左
千
夫
、山
崎
方
代
、

飯
田
蛇
笏
、
飯
田
龍
太
の
直
筆
資
料

の
他
、「
や
ま
な
し
文
学
賞
」
受
賞

作
が
新
聞
連
載
さ
れ
た
際
の
挿
絵
原

画
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会
期

　
１
月
27
日
（
土
）
～

　
3
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で
（
入

室
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜
日
（
２
月
12
日
は

開
館
）、
２
月
13
日
（
火
）

会
場

　
山
梨
県
立
文
学
館 

展
示
室
C

観
覧
料　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
文
学
館

（
☎
２
３
５
‐
８
０
８
０
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
８
回
乙
種
防
火
管
理
講
習

ひ
と
り
ひ
と
り
考
え
方
は
違
う
も
の

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員 

委
員
長　
青
柳 

英
子
（
西
条
二
区
）　

No.232

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

男
女
共
同
参
画
は
人
権
の
話
で
す
。「
あ
あ
、

　

男
女
共
同
参
画
は
人
権
の
話
で
す
。「
あ
あ
、

な
ん
か
面
倒
な
ア
レ
か
」と
な
り
や
す
い

な
ん
か
面
倒
な
ア
レ
か
」と
な
り
や
す
い
人
が
人
が

多
い
多
い
テ
ー
マ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

テ
ー
マ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
個
人
の
人
権
が
一
番
大
事
だ
よ
。
ひ
と
り

　
「
個
人
の
人
権
が
一
番
大
事
だ
よ
。
ひ
と
り

ひ
と
り
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
は
話
せ
て
も
、

ひ
と
り
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
は
話
せ
て
も
、

「
会
社
な
ど
の
組
織
や
伝
統
文
化
、
家
庭
の
中

「
会
社
な
ど
の
組
織
や
伝
統
文
化
、
家
庭
の
中

で
も
、
個
人
の
人
権
が
一
番
大
事
だ
か
ら

で
も
、
個
人
の
人
権
が
一
番
大
事
だ
か
ら
、、

ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
は
話

ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
は
話

せ
な
い
時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

せ
な
い
時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
配
偶
者
の
呼
び
方

　

例
え
ば
、
配
偶
者
の
呼
び
方
に
つ
い
て
、

に
つ
い
て
、

「
主
人
や
家
内
と
い
う
言
葉
は
、
男
性
を
主
、

「
主
人
や
家
内
と
い
う
言
葉
は
、
男
性
を
主
、

女
性
を
従
に
と
ら
え
、
女
性
は
家
の
中
に
い

女
性
を
従
に
と
ら
え
、
女
性
は
家
の
中
に
い

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
ら
、
避
け
る
べ

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
ら
、
避
け
る
べ

き
表
現
だ
」

き
表
現
だ
」、、「
未
亡
人
と
い
う
言
葉
は
、
夫

「
未
亡
人
と
い
う
言
葉
は
、
夫

に
先
立
た
れ
た
の
に
未
だ
亡
く
な
ら
な
い
人
、

に
先
立
た
れ
た
の
に
未
だ
亡
く
な
ら
な
い
人
、

と
い
う
意
味
だ
か
ら
、
こ
の
言
葉
は
使
用
し

と
い
う
意
味
だ
か
ら
、
こ
の
言
葉
は
使
用
し

な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、

な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
「
自
分
は
そ
ん
な
意
味
で
使
っ
て
な
ん
か
い

　
「
自
分
は
そ
ん
な
意
味
で
使
っ
て
な
ん
か
い

な
い
の
に
」

な
い
の
に
」、、「
言
わ
れ
た
方
だ
っ
て
、
全
員
が

「
言
わ
れ
た
方
だ
っ
て
、
全
員
が

そ
う
深
読
み
す
る
訳
じ
ゃ
な
い
の
に
」
と
困

そ
う
深
読
み
す
る
訳
じ
ゃ
な
い
の
に
」
と
困

惑
す
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

惑
す
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
「
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
だ
な
ぁ
。
い
や
な

　
「
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
だ
な
ぁ
。
い
や
な

思
い
を
す
る
人
が
い
る
と
し
た
ら
、
使
わ
な

思
い
を
す
る
人
が
い
る
と
し
た
ら
、
使
わ
な

い
方
が
い
い
の
か
も
」
と
考
え
る
方
も
い
る

い
方
が
い
い
の
か
も
」
と
考
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
私
が
大
事
で
あ
り
大
切
に

　

さ
て
こ
こ
で
、
私
が
大
事
で
あ
り
大
切
に

し
た
い
の
は
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
考
え
方
は
違

し
た
い
の
は
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
考
え
方
は
違

う
も
の
」
と
い
う
見
方
で
す
。
何
か
の
問
題

う
も
の
」
と
い
う
見
方
で
す
。
何
か
の
問
題

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
は
、
個
人
の
自
由

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
は
、
個
人
の
自
由

で
す
。
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
、
そ
の
理
由

で
す
。
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
、
そ
の
理
由

も
ま
た
、
大
事
で
あ
り
大
切
で
す
。

も
ま
た
、
大
事
で
あ
り
大
切
で
す
。

　

昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
は
、

　

昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
は
、

個
人
の
自
由
や
考
え
を
大
切
に
す
る
会
で
す
。

個
人
の
自
由
や
考
え
を
大
切
に
す
る
会
で
す
。

皆
さ
ん
と
繋
が
り
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り

皆
さ
ん
と
繋
が
り
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
笑
顔
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
に
活
動
し

の
笑
顔
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
今
年
も
男
女
共
同
参
画
推
進
委

　

皆
さ
ん
、
今
年
も
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

員
会
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こんにちは!愛育会です!No.201
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

山
梨
県
立
文
学
館

新
収
蔵
品
展

言
い
っ
ぱ
な
し
聞
き
っ
ぱ
な
し

カ
フ
ェ
の
ご
案
内

寒い冬だからこそ、みんなで元気に遊ぼう♪
（事前申込はいきいき健康課まで）
当日参加もOKです！
対象：０才～未就学児とご家族どなたでも
講師：川上 琴美 氏
　　　山梨学院大学スポーツ科学部
　　　スポーツ科学科非常勤講師

親子であそぼう！
11:20 ～ 12:00（受付11：10 ～）

ミニ体力測定コーナー
あなたの体力はどのくらい？
ぜひチャレンジしてみませんか‼

子育て家庭の防災コーナー
今だからこそ自助が大切！
女性防災ネット昭和との合同作成の

【子育て家庭向け防災冊子】 を差し上げます。

桜の花を咲かせましょう！
あなたの希望を書いて桜の木を満開に♪

日にち：２月10 日（土）
時　間：午前 10 時 ～ 正午（午前９時 50 分開場）
場　所：昭和町総合会館

みんなで健康を体験して考えよう！

【愛育会企画コーナー】　場所：総合会館2階 軽運動場
ご家族皆様で

お出かけください！

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る

相
談
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令
和
６
年
４
月
か
ら
、
町
の
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

○
一
般
事
務
職
員

○
児
童
館
職
員
［
要
資
格
］（
一
日
、

午
後
職
）

○
教
育
委
員
会
用
務
員
（
学
校
）

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

採
用
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
（
職
種
に
よ
り
変

更
あ
り
）

応
募
資
格

　
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
方
法

　
書
類
審
査
及
び
面
接

募
集
期
間

　
令
和
６
年
２
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
郵
送
は
２
月
15
日
（
木
）
必
着

応
募
方
法

　
総
務
課
窓
口
へ
募
集
申
込
書
（
写

真
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
総
務
課

で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

※
必
要
資
格
等
詳
細
は
昭
和
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.

yamanashi.jp/

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
総
務
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
高
齢
者
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ
る

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
で
は
、

令
和
６
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
か
、
町

教
育
委
員
会
の
窓
口
で
配
布
の
入
学

案
内
ま
た
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

出
願
受
付

　

２
月
１
日（
木
）～
３
月
15
日（
金
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

修
業
年
限

　

２
年

　
（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
予
定
）

講
座
日

　
原
則
と
し
て
金
曜
日

　
（
月
平
均
２
回
）

費
用

　
１
万
６
０
０
０
円
（
予
定
）
を
基

本
学
習
費
と
し
て
入
学
後
に
納
入

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
山

梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　
　
　
　
（
☎
２
３
３
‐
６
９
４
７
）

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
に
お
い
て
自

然
解
説
や
自
然
保
護
の
啓
発
等
を
す

る
富
士
山
五
合
目
自
然
解
説
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

勤
務
期
間

　
５
月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で

　
（
事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務
）

勤
務
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

勤
務
地

　

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン

タ
ー
及
び
富
士
山
五
合
目
周
辺

賃
金

　
日
給 

７
４
５
０
円

　
※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん

締
め
切
り

　

２
月
29
日
（
木
）

　
※
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

書
類
を
添
付
の
う
え
、
郵
送
ま
た

は
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園
利
用
協

議
会　
富
士
吉
田
市
外
二
ケ
村
恩

賜
県
有
財
産
保
護
組
合　
森
林
事

業
部　
森
林
環
境
課

　
（
☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
３
３
５
５
）

　
富
士
吉
田
市
外
ニ
ヶ
村
恩
賜
県
有

財
産
保
護
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.onshirin.jp/

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〈
３ 

月
の
日
程 

〉

　
６
日
（
水
）
い
す
ヨ
ガ

※
８
日
（
金
）
ゆ
が
み
直
し
整
体
体
操

※
15
日
（
金
）
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
の

体
験
講
座
（
＊
15
名
定
員
）

　
22
日
（
金
）
３
Ｂ
体
操

　
28
日
（
木
）
脳
ト
レ
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所

　
6
日
・
8
日
・
28
日

　
→
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
軽
運
動
室

　
15
日
・
22
日

　
→
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

　
　
　
15
日
は
15
名
ま
で

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス
ク

申
込
受
付

　

２
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
参
加
し
た
い
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

※
新
し
い
教
室
の
ご
紹
介
で
す
。

〇
８
日 

ゆ
が
み
直
し
整
体
体
操
は
、

簡
単
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
の

体
操
な
の
で
、
ど
な
た
で
も
出
来

ま
す
。

〇
15
日 

健
康
と
ア
ロ
マ
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
マ
ス
ク
ス
プ
レ
ー

を
作
製
し
ま
す
。
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
、
関
心
が
あ
る
方

を
対
象
に
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
の
お
話
や
活
動
時
に
さ
れ

て
い
る
歌
唱
等
の
披
露
、
町
内
で
活

動
を
し
て
い
る
「
舞
姫
隊
」
と
の
コ

ラ
ボ
共
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
26
日
（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
運
動
室

講
師　
声
楽
家　
餌
取 

智
子
さ
ん

テ
ー
マ

　
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は

　
～
歌
と
と
も
に
～

対
象
者

　
町
内
在
住
者
ま
た
は
勤
務
、
通
学

さ
れ
て
い
る
方

定
員　
70
名
程
度

参
加
費　
無
料

申
し
込
み

　

２
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
厳
し
い
生
活
を
さ

れ
て
い
る
世
帯
の
方
に
対
し
、
町
内

の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
寄
附
い
た
だ

い
た
食
料
を
お
分
け
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
受
付
期
間
内
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
町
内
在
住
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の

方
・
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
を
受
け

ら
れ
た
方

※
生
活
保
護
世
帯
は
除
く

受
付
期
間

　

２
月
５
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

　
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

★
受
付
時
に
お
名
前
、
住
所
、
連
絡

先
、
受
け
渡
し
日
、
時
間
の
希
望

を
お
伺
い
し
ま
す
。

受
け
渡
し
日
時

　

２
月
19
日
（
月
）
～
21
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
※
応
相
談

持
ち
物

ひ
と
り
親
の
方
は
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
証
、
生
活
福
祉
資
金
特
例

貸
付
を
受
け
ら
れ
た
方
は
身
分
証

明
（
運
転
免
許
証
等
）
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

霜
降
に
茄
子
わ
哀
れ
や
カ
ラ
シ
漬

フ
ー
ド
バ
ン
ク
心
を
癒
や
す
冬
休
み

井
口　

康
行

わ
だ
か
ま
り
根
こ
そ
ぎ
流
す
冬
近
し

思
わ
ざ
る
話
ひ
ら
け
て
野
菊
晴

小
澤
百
合
子

稲
屑
に
小
鳥
寄
り
来
る
群
雀

時
季
外
れ
色
香
よ
ろ
し
き
冬
の
ば
ら

深
沢
モ
ト
子

生
か
さ
れ
て
生
き
る
幸
せ
秋
日
和

う
か
れ
猫
月
夜
は
楽
し
昼
寝
か
な

伊
東　

美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

12月11月10月9月8月7月6月

35
32
35

常永地区(築地新居、飯喰、河西、上河東、上河東二区)

押原地区(押越、河東中島、紙漉阿原)

西条地区(西条一区、西条二区、清水新居、西条新田)

各地区一世帯当たりのごみ排出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

　12月は、先月と比較すると
全体の収集量は８t 減の332t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて１㎏減の
34 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 12 月分の医療費は、
約 8,407 万円（前年同月比
9.95% の減）です。
　お薬手帳は自分が使っている
薬の名前、量、日数、使用法など
を記録できる手帳です。手帳が
複数あると薬の重複や飲み合わ
せをチェックできません。
　必ず１人１冊にまとめましょう。

ふ
れ
あ
い
教
室
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
習
会

食
料
支
援
実
施
の
お
知
ら
せ

こ
と
ぶ
き
勧
学
院　
学
生
募
集

富
士
山
五
合
目

自
然
解
説
員
の
募
集

町
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

防災一口メモ　　　　過去の災害から学ぶこと
　元日に発生した能登半島地震の被災状況を、毎日のようにテレビや新聞
などで見ることができます。震度 7 という大きな揺れで、家屋の倒壊や道
路にできた段差などが生じ、公助による支援もままならない状況が続いて
います。私たちはこの状況を対岸の火事とせずに、被災地から届けられる
声を参考に、自分の命を守る行動として、「今ここに同じような災害が起
きたら自分は何をしたらいいのか」「災害が起きる前に何を準備しておい
たらいいのか」を考えることが大事です。これまで数々の自助の情報を届
けてきましたが、「災害時は自助が大事」であることを家族や地域でもう
一度確認し合うことが大切です。 女性防災ネット昭和
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企
画
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〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

あとがき

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

広報しょうわではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（40 文字以内）とともに、
お子さんの写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

姉弟 3 人これからも仲良く元気に育ってね♥

　健康フェスタ2024を４年ぶ
りに開催します。食推では10
年ぶりに作った食推手作りの
ウォーキングマップ「歩っぷ
まっぷ３」の紹介とともに、
運動後におすすめなレシピの
紹介を試食と共に行います。
また、食推さん手作りの食育
クイズや郷土食の紹介もあり
ます！
　他にも愛育さんとのコラボ
企画などなど、心もからだも
健康になれる楽しいプログラ
ムがたくさんあります！詳し
くは９ページをチェックして
遊びに来てください♪

美味しい試食を用意して
お待ちしております！

サラダチキンと三つ葉のおにぎり

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
① サラダチキンを手でほぐし、三つ葉は

1.5㎝程度の長さに切る。
② ボウルに全ての材料を入れ、よく混ぜ合

わせる。
③ ４等分にして握る。

◆ 材料（２人分）
ごはん ………… 300ｇ
サラダチキン … 60ｇ
三つ葉 ………… 20ｇ

レシピ提供
 河東中島地区食生活改善推進員

（父）隼也 さん　（母）理奈 さん（紙漉阿原）

樋口 眞
ま な

奈 ちゃん　H31.1.22 生（長女・左）

千
ち は や

隼 くん　　R5.9.22 生（長男・中）

奈
な の は

芭 ちゃん　R2.8.17 生（次女・右）

白ごま …… 大さじ１
しょうゆ … 小さじ１

押原地区では、「健康フェスタ 2024」にて
こちらのレシピの試食提供を行います！美味しいよ！

　

４
年
ぶ
り
に
屋
外
で
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式
。

安
全
安
心
な
ま
ち
へ
思
い
を
込
め
た
放
水
に
虹
の
橋

が
架
か
り
ま
し
た
。
元
日
の
能
登
半
島
地
震
の
発
生

を
受
け
、
地
域
の
防
災
意
識
の
重
要
性
が
あ
ら
た

め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
で
は
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と

皆
さ
ん
と
び
き
り
の
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

素
敵
な
晴
れ
着
に
輝
く
笑
顔
と
、
ま
ぶ
し
い
姿
に
パ

ワ
ー
を
も
ら
え
た
気
が
し
ま
し
た
。
二
十
歳
の
皆
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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